
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 293号 

令和 5年 8月 1日 

小松市史担当 

 

 昨年の 8 月 4 日の豪雨は，当市に大水害をもたらしました。あれ

から 1 年，市民が結集し，多くのボランティアの支援も受け，特に

被害の大きかった山間部では，まだ完全とは言えませんが，見事に

復興を遂げました。改めて市民力の強さを実感します。 

 この 1 年は防災を見直し，災害に対する構えを整えてきました。

ちょうど図書館でも「備えよう！災害は突然にやってくる」と題し，

関連本の紹介や貸出をしています。天災は水害ばかりでなく地震も

あり，今年 5 月には，奥能登地震が発生しました。いつ起こるとも

わからない災害に普段からの備えをもう一度見直してみましょう!! 

 先月 10日に，『新修 小松市史 通史編Ⅱ』発刊と，この巻を以て，

事業を完結したことを，新修小松市史編集委員長である東四柳史明氏

と同じく編集委員である山前圭佑両氏で，宮橋勝栄市長に報告に伺い

ました(写真左)。 

 平成 7 年から始まった編纂事業は，全 20 巻の発刊に 28 年ほどを

費やし，ようやくここに終結を見ました。この発刊のために，多くの

委員の皆様が執筆に携わり，調査には全国津々浦々まで出掛け，市民

の皆様にも聞き取りや資料をご提供していただきました。 

 こうした陰ながらのご支援があってこそ，無事に全巻を発刊することができました。この紙面を借りまして，

皆様のお力添えに感謝すると共に，厚く御礼申し上げます。皆様がご尽力されて集められた資料は，全 20 巻の

市史と共に保存，活用できるよう，今後は整理してデータ化に努め，アーカイブ事業に繋げていく計画です。 

 約 30 年掛けた市史編纂事業を下記に簡単に振り返ってみました。 

『新修 小松市史』編纂事業完結！ 

《市史編纂事業の経緯》 

 史資料の発掘・収集・保存・公開に努め，明日の小松の設計に資し，市民の愛郷心を育てることを目的に編纂

事業がスタート。内容構成では，時代感覚に基づいた編集で，小松を特色づけているものに光を当てて，楽しく

読めるような構成にする(写真・イラストを入れる)ことを目指した。 

・平成 7年 3月  第 1回市史編纂準備委員会開催 

・平成 7年 4月  ｢小松市史編纂室」設置…22 年度より組織改革で｢室｣を廃止，｢小松市史編纂担当｣となる 

・平成 7年 12月  市史編纂専門委員会発足…準備委員会を解散，編纂専門委員会に切替え 

・平成 8年 2月  第 1回市史編纂専門委員会開催…委員会設置要綱決定，市史編纂計画並びに刊行計画を作成 

・平成 8年 6月  ｢へんさんしつ｣(へんさんしつ便り)創刊号…160 号から｢市史へんさん｣に名称変更 

・平成 9年 12月  新修小松市史編さん委員会設置要綱施行 

・平成 10年 2月  第 1回新修小松市史編さん委員会開催…編纂専門委員会を編集委員会に名称変更 

・平成 10年 7月  第 1回市史講座開催…年 3回開催，19 年度からは年 2回で，古文書講座 3回が加わる 

・平成 10年 8月 『広報こまつ』に，毎月｢歴史の舞台裏｣を連載…25 年 2月(220 号)まで続く 

・平成 11年 3月 『新修 小松市史 資料編 1 小松城』発刊，以後 16年度(『6 水運』)まで年に 1巻の発行 

・平成 18年 5月 『新修 小松市史 資料編 7 文芸』発刊…Ⅰ期資料編 7～9巻は 2年度ごとの発刊となる 

・平成 26年 3月 『新修 小松市史 資料編 11 民俗』発刊…Ⅱ期 11 巻から毎年 1巻刊行，付録 DVD を付ける 

・令和 5年 3月  『新修 小松市史 通史編Ⅱ』発刊…最終巻，近世幕末を境に 2巻に分けて発刊，オールカラー 



小松市史担当（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

 

＜８月のカレンダー＞ 開室時間 10：00～17：00(火～金)/9：00～17：00(土) 

＊     は市史担当の事務局は閉室しています。 

 

『1 小松城』…中西立太氏作「小松城復元図」 

『2 小松町と安宅町』…小松城及び城下之図 

『3 九谷焼と小松瓦』…連房式登窯（八幡） 

『4 国府と荘園』…国府と軽海郷，信仰の山々空撮 

『5 曳山』…龍助町曳山上演風景（平成 13年） 

『6 水運』…安宅 玄田権治良奉納「船絵馬」 

『7 文芸』…歌川国芳筆大判錦絵「勧進帳之図」 

『8 幕領』…越前国絵図（慶長 11年頃） 

『9 寺社』…那谷寺奇岩遊仙境 

『10 図説』…白山･曳山･勧進帳･実盛兜･埴輪･小松城 

         『小松市史』題字は当時の市長西村徹氏(図説以外) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

7/30 7/31 1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31 9/1 9/2 

 

『新修 小松市史』アピール画像 

 『新修 小松市史』は，販売用チラシを作成し，PR に

努めています。表面には『通史編』の箱表紙に掲載した

目玉資料を取り上げています。1～10 巻を紹介します。

箱表紙はこれまで発刊された『資料編』18巻の箱表紙

やチラシ，口絵等を飾った，その巻をアピールする資料

で構成されています。 

 さて，読者の皆さんは，この画像がどの巻の，どの場

所で掲載されたか，またどのような資料だったのか，お

分かりになるでしょうか。 

 まずは『通史編Ⅰ』の表表紙から，次号には，裏表紙

をご紹介します。(左上から右へ紹介) 

『新修 小松市史 通史編Ⅰ・Ⅱ』 

  仕  様：B5 版 上製本 布装丁 貼ケース入り 

  特別価格：5,400 円〈税込〉(12 月まで) 

 定  価：7,000 円〈税込〉(令和 6 年 1 月から) 

  販 売 所：図書館 2 階市史担当事務局 

      うつのみや城南店・明文堂書店 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

